
登録者(課長)名【1】 文化振興課長　田中　彰

施策評価シート
文化振興課(社会教育課)

【一次評価】主管課(関係課)【2】
【施策の概要】

検
証
項
目

施策成果の目標達成状況
■まだ未達成 □ほぼ達成 □目標を大きく上回る

【14】施策名【3】 分野【4】 まちづくりの方向性【5】 施策の
成果と課題 意識調査での満足度

多様な学びと文化・スポーツが息 □平均を下回る □ほぼ平均 ■平均を上回る創2-4 文化芸術活動の振興 創造性の育つまちづくり 【15】づくために
施策実現へむけた施策全体の課題【6】 施策の目標【8】 ◇平成22年４月1日に施行された文化芸術振興条例の基本理念に基づき、平成24年３月に文化芸術振興計画を策定
キーワード【7】 し、西東京市の目指すべき姿として「市民一人一人が文化芸術を享受・創造・発信できる文化の香りあふれるまち

　文化芸術活動は、創造性を育み、心を豊かにするだけでなく、生きがいを生み出 ◆文化芸術活動に参加市民の文化芸術活動を 」を設定し、市や市民、活動団体等でこれを共有し、一丸となって取組を進めることとしました。また、学識経験
し、新たな交流や人々の絆をつくります。また、文化財は、将来にわたって保護し するきっかけづくり 活発にするとともに、 者及び公募市民から構成された文化芸術振興推進委員会の意見を踏まえ、多様な市民ニーズに合った鑑賞機会の創
ていくべき貴重な財産です。 ◆保谷こもれびホール郷土の歴史である文化 施策の成果と課題出や情報提供、文化芸術振興の担い手となる人材育成（市民ボランティア）やその活用を推進する施策など、文化
　本市では、市民の文化交流への支援や保谷こもれびホールなどを拠点とした文化 などを拠点とした文化財を保護し、地域の文 (取組成果や目標 芸術振興の推進に向けた取組を行っています。
芸術の振興を進めてきました。また、貴重な縄文時代の遺跡である下野谷（したの 芸術の振興 化を大切にするまちを ◇今後、2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催やその先を見据え、より多くの市民が文化芸術に親しめ達成に向けた課や）遺跡などの文化財保護、平成22年４月１日に施行された文化芸術振興条例の基 ◆主体的に行う文化芸めざします。 る環境づくりを進める必要があります。さらに、市内文化施設の機能・特性や役割分担の検証を踏まえ、将来的に
本理念に基づき、平成24年3月には文化芸術振興計画を策定し、めざすべき姿を「 術活動の支援 題、成果向上・ は保谷こもれびホールの耐用年数を見据えながら、20万都市にふさわしいホール機能や広域的連携など、西東京市
市民一人一人が文化芸術を享受・創造・発信できる文化の香りあふれるまち」とし ◆伝統文化などの継承 コスト削減策等) における文化施設のあり方を検討する必要があります。
ました。 ◆文化芸術を担う人づ概要 ◇平成27年に未来に残す遺跡として、下野谷遺跡が国の史跡として指定されました。一方、西東京市歴史・文化財【16】　今後は、「健康」応援都市の実現に向け、より多くの市民が文化芸術や文化財に くり 等に関する調査では、同遺跡の認知は高くなく、周知と理解の促進が必要です。
親しめる環境を整えることが課題です。 ◆市民が文化財にふれ ◇平成28年３月に西東京市文化財・保存活用計画を策定し、「縄文から未来につなぐ文化財　守り育む西東京市」

る機会の創出 を掲げ、市の文化財保護の方向性、今後８年間に取り組むべき重点施策とその実現に向けた具体的な推進事業を定
留意すべき点(都などの制度の変化・その他制約条件・社会環境の変化)【9】 めました。

検
証
項
目

施策の重要性の変化◇平成27年3月に東京都は、今後の文化芸術振興における基本方針となる「東京文化ビジョン」を策定しました。 □弱くなっている ■以前と同程度 □強くなっている
◇国は、2020東京オリンピック・パラリンピックを契機に、日本の文化芸術の価値を世界へ発信する大きな機会であるとともに 【17】

今後の方針、文化芸術による新たな価値の創出を広く示していく好機と捉え、文化芸術振興基本法の一部を改正し（平成29年6月23日公布 意識調査での重要度
・施行）、法律名を「文化芸術基本法」に改めました。 ■平均を下回る □ほぼ平均 □平均を上回る

【18】◇国は、各自治体が、歴史文化と文化財を周辺環境や景観等を含め、総合的に捉え直し、新たな価値の創造とまちづくりを推進
する歴史文化基本構想を策定するための歴史文化基本構想策定技術指針を示しました。 ◇引き続き、西東京市文化芸術振興計画を遂行するため、文化芸術振興推進委員会等の意見を踏まえ、より多くの

事業群名【10】 事業群の施策上の位置づけ【11】 市民が文化芸術に親しめる環境づくりを進めます。
◇平成29、30年度は、平成24年３月に策定した文化芸術振興計画の見直しの時期になっており、多様化する市民ニ

事
業
群

文化芸術活動の充実を図ります 文化芸術活動の充実
1 ーズや社会を取り巻く情勢の変化、2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催など、様々な要素を踏まえな

がら、第２期文化芸術振興計画を策定します。今後の方針文化財の保護・活用を進めます 文化財の保護・活用
2 ◇西東京市文化財・保存活用計画に基づき、文化財や伝統的な文化について、その周辺環境を含め、的確に把握し

(具体的な事業群 、総合的な保存を図るとともに、文化財をまちづくりに活かす取組を進めます。
や事務事業を示 ◇国史跡に指定された下野谷遺跡について、平成28・29年度の２ヵ年をかけて、下野谷遺跡保存活用計画を策定し

ます。また、同計画に基づき、史跡下野谷遺跡を貴重な文化財として保護するとともに、市の重要な地域資源とししながら)
て活かしていきます。

【19】 ◇平成30年度に下野谷遺跡整備構想を策定し、史跡の整備を進めます。
◇下野谷遺跡について、学校教育・生涯学習、さらにまちのにぎわいに資する取組に活用することによって、同遺
跡の認知度の向上を図ります。 
◇郷土資料室を中心に、文化財資料の収集・整理・公開に努めるとともに、文化財に関する講座やイベントを開催
し、文化財に親しむ事業を実施しています。

【施策の成果】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

年度 24 25 26 27 28 29  方向性【20】
施策実施

指
標
１

名称 目標値 単位 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化「市民文化祭などの文化芸術活動の振興」に対する満足度 36％ ％ コストの
 方向性【21】

説
明

算
出
式
・

実績値 32.4 32.4 32.4 29.8 29.8 35.6 施策実施市民が主体的に参加できる文化芸術活動を支えるために、市が行っている「市民文
Ⅴ 成果を維持しつつ、コストも現状を維持する施策領域化祭などの文化芸術活動の振興」の取組に対する評価を、市民意識調査の「市民満

  方針【22】足度」により把握します。
達成率 90% 90% 90% 83% 83% 99%

【一次評価後の事情変更等】

指
標
２

名称 目標値 単位 文化ボランティアの人数 80人 人

説
明

算
出
式
・

実績値 3 20 26 35 63 61市民の文化芸術活動の充実を図るためには、それを支える担い手の育成が重要であ
ることから、文化ボランティア活動への参加者数や活動回数を指標として目標管理

成
果
指
標

します。
達成率 4% 25% 33% 44% 79% 76% 説明【23】

指
標
３

名称 目標値 単位 文化ボランティアの活動延回数 270回 回
【12】

説
明

算
出
式
・

実績値 8 9 125 312 448市民の文化芸術活動の充実を図るためには、それを支える担い手の育成が重要であ
ることから、文化ボランティア活動への参加者数や活動回数を指標として目標管理
します。

達成率 3% 3% 46% 116% 166% 0% 【行革本部評価】

総
合
評
価

施策内容の
□ 拡充 ■ 現状維持 □ 絞込み

指
標
４

名称 目標値 単位郷土資料室への年間入場者数 3,000人 人  方向性【20】
施策実施

説
明

算
出
式
・

実績値 2311 2221 2589 2799 2981郷土資料室では、文化財資料の公開や文化財への意識啓発事業を実施しています。 □ 重点化 □ 現状維持 ■ 効率化コストの
郷土の理解や文化財保護の意識の向上を図るために、郷土資料室を活用することと  方向性【21】
し、郷土資料室への年間入場者数を指標として目標管理します。 　文化芸術活動の振興については、文化芸術振興計画に基づいた西東京市民文化祭への支援、市民の文化芸術活動

達成率 77% 74% 86% 93% 99% 0%
を支える担い手（文化ボランティア）の育成や活用などの取組を進めています。
　市民意識調査結果では、前回調査と比べ満足度・重要度ともに大きな変化は見られませんが、引き続き満足度が

達成率の平均値 44% 48% 64% 84% 107% 44% 高いことから、実施コストの抑制に努めるべきと判断しました。判断理由等
　国史跡として指定された下野谷遺跡について、保存活用計画を策定し、貴重な文化財を保護し、地域資源として

【市民意見】【13】 【24】 活用していく必要があります。
　また、2020年東京オリンピック・パラリンピック開催と「健康」応援都市の実現に向けて、より多くの市民が文24年度 27年度 29年度
化芸術に親しめる環境づくりを進める必要があると判断しました。

満足度(％) 32.3% 満足度(％) 29.8% 満足度(％) 35.6%
各年次の市民意識調査で、

満足度 満足度 満足度 施策ごとの「満足、やや満 施策実施0.15 0.2 0.23 Ⅵ 成果を維持しながら、コストを抑制する施策領域(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント) 足」「重要、やや重要」の   方針【22】
合計値として算出しています。重要度(％) 60.4% 重要度(％) 59% 重要度(％) 64.6%

重要度 重要度 重要度0.63 0.65 0.81
(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント)



：

市民が主体的に行う活

評

動を積極

的に支援する

価

ことを目指しています

年

。

Ｂ

度【28】 事務事業

西東京市民

サ

会館の改修 文化振興課

ー

公共施設の老朽化対策

ビ

が大きな課題となって

ス

おり、建て替え等にか

貢

かる財政負担の軽減

・

献

平準化を図るため、同

度

種の課題を有する市民

名

会館、中央図書館・田

称

無公民館の複合化

に向

【

けて検討を進めてきま

2

したが、「合築複合化

5

は、なお時間を有する

】

課題であること

から、

担

市民会館敷地での合築

当

複合化は行わない」こ

課

ととしました。今後は

【

、耐震対応が

必要な平

2

成32年度を見据え、

6

既存施設の有効活用の

】

視点に立って、改めて

概

対応を検討し

ていきま

要

す。

2,493 0 2,

【

493 抜本的見直し

(

2

平成25年度)

中 公共

7

施設の総量抑制の視点

】

及び耐震性

に課題があ

の

る市民会館、中央図書

評

館・

田無公民館との合

価

築複合化を図ること

と

施

し、市民会館の建替え

策

に向けた検討

を進めて

に

います。

Ｂ

おける位置づけ【3

こも

1

れびホール施設の

改修

】

文化振興課 市民の文化

水

芸術活動の振興・地域

準

文化の創造と発展に寄

と

与するために、保谷こ

の

もれびホ

ールの施設・

【

設備を計画的・効率的

3

に改修し、施設利用者

2

が安全かつ快適に利用

】

できる

ようにします。

事

209,616 208

業

,868 748 継続実

費

施

(平成25年度)

上

人

こもれびホールを計画

件

的に改修するこ

とで、

費

利用者の安全性の確保

 

と利便性

の向上を図っ

(

ています。

Ａ

直近)【29】
 比

2

較

文化財の保存・活用事

【

業の充実

社会教育課 市

3

内の無形・有形文化財

0

を調査・保護し、子供

】

から高齢者までが、年

1

齢を問わず、郷土

の文

文

化や歴史を理解するこ

化

とによって、郷土への

振

愛着を持つことができ

興

るよう努めます

。また

事

、国史跡である下野谷

業

遺跡の保存・活用を進

の

め、文化財を活かした

充

まちづくりを

進めます

実

。

99,768 93,

文

121 6,647 文化

化

財の保存・活用計画を

振

策定するな

ど、計画的

興

な保護・活用を目指し

課

てい

ます。

Ｂ

保谷こもれびホール

郷

に

土資料室の運営 社会教

指

育課 市内の文化財を守

定

り、伝えるため、郷土

管

資料室を拠点として、

理

発掘された遺物、民具

者

、

民俗資料などの文化

制

財を収集・整理し、公

度

開します。また、学校

を

教育や市民の生涯学習

導

活動などで文化財を活

入

用した事業の支援・充

し

実を図ります。

9,1

、

69 4,184 4,9

地

85 抜本的見直し

(平

域

成25年度)

下 文化財

特

意識の向上に向けて、

性

郷土資料

室を活用した

や

資料の収集・保存・公

文

開

を実施しています。

化

Ｂ

・芸術に対する市民ニ

事

ー

業の合計 513,42

ズ

5 486,142 27

を

,283

的確に把握し、市民の文化・芸術の振興を図り、地域文化の創造発展に寄与する

よう各種文化芸術振興事業の充実を図ります。

168,857 168,109 748 文化芸術振興に関する計画を推進し、

市民の文化芸術活動の充実を図りって

います。

Ｂ

文化芸術振興事業の実

施

文化振興課 西東京市文化芸術振興計画を推進するための取組として、子どもたちの豊かな感性と情

操を養うとともに、観察力や思考力、コミュニケーション力などの育成を目的に市内小

学生を対象とした「対話による美術鑑賞」を実施します。

また、平成24年３月に策定した西東京市文化芸術

【

振興計画の計画期間が

施

平成30年度まで

とな

策

っており、平成29、

内

30年度は、第２期西

の

東京市文化芸術振興計

事

画を新たに策定し、

計

務

画策定後、新たな計画

事

に沿って、西東京市に

業

おける文化芸術振興の

貢

推進に向けた取組

を実

献

施します。

13,86

度

4 7,217 6,64

判

7 平成24年度に策定

定

した「西東京市文化

芸

】

術振興計画」を推進す

創

るため、市内

小学生を

2

対象に対話による美術

-

鑑賞を

実施し、子ども

4

の思考力、対話能力の

 

向上を図っています。

文

Ｂ

化芸術活動の振興
総

市民文化祭の

コ

充実 文化振興課 市民の

ス

文化活動の広がりと市

ト

民の文化活動の質的向

(

上並びに市民の親睦と

千

交流を目的と

して、市

円

民文化祭を市民実行委

)

員会と共同で実施して

事

います。

 

9,658

業

4,643 5,015

群

改善・見直し

(平成2

2

3年度)

中 平成23年

6

度に策定した「西東京

市

市文化

芸術振興計画」

の

において基本方針1施

　

策4の推進する取組と

　

して位置づけ、

多くの


